北病棟チームカンファレンス記録
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平成２４年３月９日　(金)　　　　司会：上口　昌範　　　記録：久保　優子

	松橋
	上口
	山田
	苅田
	岩藤
	久保
	佐々木（正）
	滝田
	藤原
	三浦
	赤坂

	深夜
	○
	○
	公休
	準夜
	○
	○
	○
	公休
	公休
	公休

	中村
	水上
	木村
	油津
	廣瀬
	佐々木（大）
	
	
	
	
	

	準夜
	深夜
	公休
	○
	○
	○
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・林　田鶴子様、本日予定の心電図検査を実施しています。

・女子トイレの蛍光灯を、交換しています。

・環境整備担当より

　最近、入浴日翌日の浴場清掃が行われていないことがあります。

火・木・土→浴場内清掃　月・水・金→脱衣所清掃

当日、環境整備の担当になったスタッフは清掃を行うように徹底して下さい。又、時間内に清掃が行えない場合は、確実に申し送るか時間をみつけ確実に清掃を行なうよう徹底しましょう。

・診療情報委員より

　資料庫の整理について、病棟での意見をまとめています。

　病棟毎に、カルテをまとめる→１年間分保存。それ以前のカルテは、古いカルテ用の専用棚を設け保存していく。

(カルテ整理の責任の所在を明確にする為、病棟毎に行う)

　資料のデータをPCで管理し、貸し出し記録などを管理する

＜患者様連絡事項＞

・中居　松男様～昨日準夜帯で放歌、叫ぶなどの気分高揚・行動に落ち着きのなさが顕著に認め

られています。又、女性患者様への性的逸脱行為あり、当直医へ報告。現在の状態から療養環境が適切ではないとの事で、 一時的に東Aユニット個室にて対応。本日、主治医へ上記の旨を報告し、10：00北→東Aユニット個室へ移動となっています。
・林　田鶴子様～昨日、外泊から帰院後、主治医・弟様夫婦・SW（三浦）病棟スタッフで今後の方向性について面談しています。家族様は、退院後自宅に居るだけの生活になると、母様が本人に対し過干渉になり、本人の負担になる事が不安であるとのことです。その為、通えるデイサービスやホームヘルプサービスを探して（SW・家族共に）退院後の生活を検討していく事を確認しています。自宅退院へ向け地域復帰支援検討会等を実施し、計画的に進めていきましょう。

・菊地　明子様～昨日、PSW三浦さん・本人様とで今後についての面談行っています。
　　　　　　　　青山荘入所に関して→大きな不安を感じており「慣れられるか心配」と話されています。また、自身の中では、アパートでの単身生活も考えている様子が伺えます。現在の病状・生活上の問題について振り返りを行い、アパートでの単身生活を行うという目標を達成する為の準備として、青山荘を利用することを提案し本人様、納得されている様子見られています。

　　　　　　　　家族面談について　→退院後、八戸で生活するにあたり姉様にどこまで協力してもらえるかが不安であるとの事。本人へ、まずは職員・兄弟と面談をしていくことを伝え了承を得ている。

　　　　　　　　自立支援サービス　→保護者(義父様)の承諾を得て、申請をすすめている。

＜注目患者様検討＞

・倉橋　生子様～昨日の準夜帯、独語している患者様へ「うるさい」と怒鳴り、詰め寄られることありました。本日の日中は、特定患者様と伴に周囲を気に掛ける発言聞かれています。他者交流状況や干渉の有無を観察し、他者とのトラブルないよう発言や行動の見守りを行っていきましょう。

・滝田　英人様～昨日の準夜帯、独語している際に他者より「うるさい」と言われ、発言した女性患者様に対し詰め寄る場面見られています。スタッフ介入にて、すぐに落ち着かれ暴力行為への発展はありません。以後は、トラブル無く経過しています。本日、レストランにて一時的に怒り口調の独語聞かれており、見守り要しています。周囲とのトラブルはありません。長時間の独語聞かれる際には、現実的検討出来る様、声掛けを行っていきましょう。又、独語による周囲とのトラブルが予測されます。独語の内容、頻度、周囲への影響を考慮し行動・言動を見守り他者への暴力行為や、トラブルに注意していきましょう。

＜猪股Drケースカンファ・診察＞

・中野渡　鉄男様～現在、単独外出となっています。出棟・帰院時間の経過や、一回の購入量について注意し把握していきましょう。又、単独外出前との収支を比較し、過度な使い込みが無いよう見守り、必要時は介入していきましょう。

※GAF評価について

猪股Dr担当患者様の点数変更はありません。

＜SSTミーティング＞

①②グループ→全体的に穏やかに進行。先月の目標の振り返りを含めて、新たな目標を設定して頂いています。先月と同じ目標をたてた患者様に関しては、スタッフからのアドバイスを行っています。

③④グループ→穏やかな雰囲気でセッションを、進められている。目標設定においては、自己評価が高かったにも関わらず、先月と酷似した目標を設定するメンバーが多い為、より詳細な目標（場面設定や基本会話からの選択）を設定できるよう介入している。

⑤⑥グループ→全体的に、目標がマンネリ化・単調化している方が多くステップアップを促しています。前月の目標を継続する形で、どういう点に重点を置くか等、各々が今月頑張りたい点を付け加えています。


























































